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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
三
十
年
を
晴
れ
や
か
に

お
迎
え
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り
別
格
の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂

き
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
四
月
の
町
長
選
挙
に

於
い
て
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
引
き
続
き
三
期
目
の
町

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
、「
誠
実
に
信
頼
の
町
政
」
を

信
条
と
し
て
町
民
主
体
の
行
政
運
営
に
邁
進
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
複
合
型
施
設
は
一
期
工
事
の
行
政
棟
に
続
い
て
、
福
祉

棟
の
改
修
と
教
育
文
化
棟
（
図
書
館
・
町
民
ホ
ー
ル
）
の
建
設
工

事
が
完
成
し
、
十
二
月
二
十
四
日
に
竣
工
式
を
迎
え
内
覧
会
に
は

多
数
の
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

防
災
拠
点
機
能
を
主
体
と
し
て
一
体
的
に
整
備
し
た
複
合
型
施

設
は
、
行
政
機
能
の
強
化
充
実
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

と
共
に
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
町
民
の
暮
ら
し
と
交
流
の
拠
点
と

し
て
木
曽
岬
町
発
展
の
礎
と
な
る
と
確
信
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
防
災
セ
ン
タ
ー
と
避
難
タ

ワ
ー
等
、
今
年
は
防
災
対
策
の
拠
点
施
設
が
相
次
い
で
完
成
い
た

し
ま
す
。
更
に
当
町
は
今
年
、
町
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

町
民
の
暮
ら
し
の
拠
点
と
な
る
複
合
型
施
設
に
続
い
て
、
町
民
を

守
る
防
災
の
拠
点
施
設
が
完
成
し
、
町
制
施
行
三
十
周
年
を
機
し

て
、「
安
全
安
心
で
住
み
よ
い
町
」、「
魅
力
の
あ
る
元
気
な
町
」、

と
し
て
更
に
次
の
時
代
に
向
か
っ
て
、「
伸
び
ゆ
く
木
曽
岬
町
」

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

木
曽
岬
町
は
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
柱
と
し
、
少
子
高
齢
化
・

定
住
化
対
策
や
活
性
化
対
策
等
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、
若
い
世
代

が
主
体
と
な
っ
て
地
域
や
人
を
つ
な
ぐ
交
流
や
発
信
等
、
多
彩
な

事
業
展
開
を
図
り
、
新
た
な
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

更
に
当
町
は
、
臨
海
工
業
地
帯
の
要
に
位
置
し
、
大
都
市
近
郊

の
町
で
あ
り
、
魅
力
の
あ
る
木
曽
岬
町
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し

て
全
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
何
卒
本
年
も
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

本
年
が
幸
せ
な
良
き
年
で
あ
り
ま
す
様
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
　

平
成
三
十
年　

元
旦

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

木
曽
岬
町
長

加　

藤　
　
　

隆
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木曽岬町の未来を語る！木曽岬町の未来を語る！
『干拓地の企業誘致』などを知事に要望

三重県知事と町長との１対１対談が開催されました。

　11月20日、7回目となる鈴木英敬知事と加藤町長と
の1対1対談が、木曽岬町役場4階の防災多目的室で開
催されました。
　知事には、会議に先立ち、当日が引渡し日であった複
合型施設建設工事の教育文化棟図書室と町民ホールを観
覧していただき、町長から「町民ホールは災害時に避難
所になる」と案内しました。知事からは「伊勢湾台風の
災害経験を踏まえた施設で、町民の皆さんに安心を与え
る」と評価されました。
　対談会場では、冒頭に今年度から鍋田川右岸堤耐震工
事の実施にあたりお礼を申し上げ、知事が名付け親とな
った木曽岬トマト「とまリッチ」の試食をされたのち、
町が用意した質問に知事が答える形で対談がスタートし
ました。

•平成30年5月から都市的土地利用
　が可能になりますが、知事の所見
　をお伺いしたい。
•メガソーラー以南の環境アセスメ
　ントを計画通り実施していただき
　たい。

•町内道路には物流関係の通過車両
　が多く、騒音・振動など沿線住民
　の皆さんは苦しんでいる。生活環
　境改善のためにも、名古屋第3環
　状線の促進をお願いしたい。
•木曽岬干拓地から伊勢湾岸・弥富
　木曽岬インターチェンジへのアクセ
　ス道路の進捗状況をお聞きしたい。

【知事の回答】
•干拓地は市街化調整区域である。
　先ずは、木曽岬町が策定する地区
　計画について県も協力し企業誘致
　を絶対成功させるため、予算の確
　保に努め来年度から用地測量や基
　盤整備の必要な設計をスタートし
　たい。
•チュウヒと共存する方法が有れば
　と思う一方、今年9月に国内希少
　動植物種に指定され、自然保護団
　体の皆さんから事業の推進に対し
　て強い反対意見もいただいてい
　る。有識者の皆さんの自然環境や
　営巣に対する考え方をいろいろ勉
　強させていただき、調査を進める
　ことで事実を積み上げ、少しずつ
　でも前に進むよう努めます。

【知事の回答】
•名古屋第3環状線については、こ
　れまでも愛知県に早期整備を要望
　してきましたが、木曽岬町の道路
　事情を伝えるべく、年内にも県、
　木曽岬町、弥富市との合同要望を
　行う予定です。また、この道路は
　国の補助事業で進められています
　ので、国土交通省にもしっかり要
　望します。
•干拓地へのアクセス道路について
　は、これまで愛知県と意見交換を
　重ねています。整備主体や事業効
　果など整理が必要な問題はありま
　すが、重要な事項ですので、意見
　交換を進め、しっかり働きかけて
　いきたいと思います。

【知事の回答】
•ヤードは、全国的にも不法滞在者
　の居場所になったり、犯罪の温床
　になりうる状況が問題視されてい
　ることもありますので、県警察と
　も連携して適正に対処していきま
　す。事業者は周辺住民の生活環境
　保全に配慮すると法で規定してお
　ります。日々の状況、情報は町の
　皆さんが持っているケースもあり
　ますので、しっかり連携して情報
　収集をしながら取り組みます。

木曽岬干拓地の企業誘致等に
ついて

対談項目①

道路ネットワークについて
対談項目②

•地域住民の方々に、生活環境の心
　配をいただいていることから、関
　係機関の方々と連携を取っていた
　だき、情報提供や適切なご指導を
　いただきたい。

※なお、対談の詳細は三重県ホーム
　ページに掲載される予定です。

町内に点在する自動車解体施
設等（ヤード）に対する一体的
対策の実施について

対談項目③

わたしたちの

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
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待望の行政棟・複合型施設が完成！
その竣工記念式典と内覧会が昨年12月24日に行われました！

特集 複合型施設竣工式典

加藤　隆町長による式辞加藤　隆町長による式辞

受付にて複合型のパンフレットが配られました 内覧会では多くの方にご覧いただきました

オープニングを飾る櫻華太鼓幼稚園保育園児も盛り上げる
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複合型施設建設通信 Vol.25 （最終回）
　皆様、新年あけましておめでとうございます。
　新春を迎え皆様のご多幸をお祈り申し上げます。
　無事工事が完了し、昨年の12月15日に教育文化棟を
お引渡し、12月24日に竣工記念式典が開催されました。
行政棟、木曽岬ステーションの工事着工から約2年、こ
れまで無事故無災害で建築工事を終了できましたのは、
ひとえに近隣の皆様を始め住民の皆様の協力が不可欠だ
ったと感じております。心より御礼申し上げます。
　今回の工事は、「町を『まもり』、人を『つなぐ』～新た

な木曽岬の中核施設づくり～」をコンセプトとしてスタ
ートしました。町の防災拠点として、町の行政施設として、
町の文化教養を高める施設として、皆様の生活の中核施
設となるべく心を込めて建築をして参りました。　
　この複合型施設が、皆様に末永く愛され、安心して安
全に生活していただける施設となるよう施工業者一同心
から願っております。2年間大変お世話になりありがと
うございました。

（施工業者一同より）

教
育
文
化
棟
完
成

文
化
伝
統
行
事
や
講
演
会
、式
典
な
ど
を
行
う
町
民
ホ
ー
ル
と
、文
化
振
興
や
学
び
の
新
た
な
拠
点

と
な
る
図
書
館
を
紹
介
し
ま
す
！　

※

利
用
は
１
月
７
日（
日
）か
ら
で
き
ま
す
。

●町民ホール
文化的行事や講演会などに利用できます。

●図書館
明るく広 と々して心地よく読書できます。

●ホワイエ
行政棟2Fとホールをつなぐ広い場所です。

●読み聞かせコーナー
紙芝居や絵本の読み聞かせの場所です。

上和泉の神楽 威勢よく叩き出し、近江島の石取祭車
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　去る11月５日、木曽岬町役場において今年度2回目の
「木曽岬わいわい市場」を開催しました。
　当日は、秋の文化祭やファミリーマラソンと同時に開
催したことで、木曽岬町役場周辺は、町内外から800人
余りの来場者で賑わいました。
　今回は、青空市・マルシェやかえっこバザールの他に、
新たに木曽岬ジュニアPR大使のお店を出店しました。
　ジュニアPR大使のお店では、中学生が町の特産品である「トマト」
「米」を生産者に取材し、ポップの作り方、仕入れと販売方法等を事
前学習しています。当日は、事前学習の成果があらわれ、仕入れた品
は終了までに完売となりました。
　市場終了後に、中学生と大学生が「ＫＰＴ法」【Ｋ（継続）・Ｐ（課題）・
Ｔ（挑戦）】による振り返りを行い、次に挑戦したいことが多く挙げら
れました。
　次回の開催は、フルオープンする複合型施設にて1月28日（日）と
なります。ぜひご来場ください。　

※このイベントは、子どもから大人までが共に学び交流し、チャレン
　ジ・創造することをコンセプトに新たな地域の魅力と人材を発掘す
　るため、三重大学との共同研究により事業の更なる充実を図り、多
　世代多様種が交流できる場面を構築していきます。

きそさき
INFORMATION

　木曽岬町民みんなが主役。木曽岬町に係る「ひと・もの・こと」や木曽岬町にまつわる
内容の投稿を募集して木曽岬町の魅力を町内外へ発信しています。

●第1・第3水曜日／午後10時～午後10時29分
●第1・第3金曜日／午前11時～午前11時29分

FM-CTY 76.8MHZにて絶賛放送中 ※スマートフォンやタブレットをお持ち
　の方はCTY-FM公式アプリをダウ
　ンロードすると番組をお楽しみいた
　だけます。

「きそさき
　ステーション」
「きそさき
　ステーション」
「きそさき
　ステーション」

木曽岬町のラジオ番組

木曽岬 次回は1月28日
（日）

かえっこバザ
ール

かえっこバザ
ール

青空市・マル
シェ

青空市・マル
シェ

中学生のお
店

中学生のお
店
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◆意見募集期間
　1月19日（金）から2月2日（金）まで
◆意見募集対象者
　•町内に在住し、在勤し、または在学する方
　•町内に事務所または事業所を有する個人また
　　は法人その他団体
　•町に納税義務を有する方
　•意見募集手続に係る事案に利害関係を有する
　　方
◆計画（案）の公表方法
　•役場2階　福祉健康課での閲覧
　　（平日の午前8時30分～午後5時）
　•町ホームページ
　　（http://www.town.kisosaki.lg.jp/）での閲覧

◆意見の提出方法及び提出先
　•窓　口　役場2階　福祉健康課
　•郵　送　〒498-8503
　　　　　　木曽岬町大字西対海地251
　　　　　　木曽岬町役場福祉健康課
　•ＦＡＸ　0567-66-4841
　•メール　fukushi@town.kisosaki.mie.jp
　※意見書用紙については、役場２階　福祉健康
　　課にて準備しています。
　　またホームページからもダウンロードできま
　　す。
◆提出された意見の公表
　提出されたご意見等については、町の考え方を
　付して内容を公表します。（その際、住所、氏
　名等の個人情報は公表しません）
　なお、個別に回答は行いませんので、ご了承く
　ださい。
◆問合せ先
　役場　福祉健康課　☎68-6104

みなさんの意見募集！
木曽岬町高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画（案）及び
木曽岬町障がい者計画・第５期障がい福祉計画（案）に関する意見を募集します

パブコメ

　木曽岬町では高齢者及び障がい者施策のあり方の基本となる「木曽岬町高齢者福祉計画・第７期介護
保険事業計画（平成30年度～平成32年度）」、「木曽岬町障がい者計画・第５期障がい福祉計画（平成30
年度～平成32年度）」の策定を進めております。
　この度、それぞれの計画（案）がまとまりましたので、計画内容につきまして皆さんからの意見を募集
します。

ヘルシ
ークッ

キング
の

お知ら
せヘルシ

ークッ
キング

の

お知ら
せ

●日　　時／ 1月12日（金）　午前10時～午後1時
●場　　所／保健センター調理室
●対  象  者／木曽岬町にお住まいの方
●定　　員／ 12名（6名以上で実施します）
●実施内容／ミニ講話と調理実習
●持 ち 物／エプロン・三角巾・布巾・米0.5合
●参 加 費／ 1人300円（材料費）

●申込方法／ 8日前までに保健センター（☎68-6119）
　　　　　　管理栄養士まで
　　　　　　お電話もしくは保健センター窓口でお申し
　　　　　　込みください。
　　　　　　（定員になり次第締め切ります）
※都合により、実施日・内容を変更する場合があります
　ので、ご了承ください。

筋力アップの食事筋力アップの食事 ～たんぱく質の役割について～
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防災行政無線戸別受信機の交換を行います防災行政無線戸別受信機の交換を行います防災行政無線戸別受信機の交換を行います
　木曽岬町では、防災行政無線を老朽化に伴いアナ
ログ方式からデジタル方式への移行を進めており、
現在お使いの戸別受信機とアンテナを平成27年度
から平成29年度の3年間でデジタル対応の新しい
受信機とアンテナに交換します。
　平成29年度は、新加路戸・上加路戸・中加路戸・
大新田・外平喜・上見入・東見入・下見入・辰高・
近江島・西対海地・田代・小林・脇付・雁ヶ地・福崎・
豊崎・川先・西白鷺川　地区を対象に、平成30年
3月中旬までを目途に順次工事請負業者（都築電気
㈱）が交換作業にお伺いさせて頂きます。（詳しい日
程については別途お知らせ致します。）
　みなさまのご理解とご協力をお願いします。

※現在お使いのアナログ方式の戸別受信機につきま
　しては今年度末にて利用出来なくなりますのでご
　注意ください。

★年度別交換予定地区一覧
交換予定年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

交換予定地区
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・松永・藤
里台・なぎさ台
上和泉・下和泉・富田子・中和泉・小和
泉・栄・南栄・新富田子・かおるヶ丘・
中栄・東富田子・第２栄
新加路戸・上加路戸・中加路戸・大新田
・外平喜・上見入・東見入・下見入・辰
高・近江島・西対海地・田代・小林・脇
付・雁ヶ地・福崎・豊崎・川先・西白鷺
川

アナログ から へデジタル

現在の戸別受信機
新しい戸別受信機

●問合せ先／役場　危機管理課　☎68-6101

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病

気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族

の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
国
民
年
金
は
、
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の

方
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
２０
歳
に
な
っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
！

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
２０
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の
人

　
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で

　
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

　
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は

　
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

　
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年

　
金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気

　
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け

　
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
加
入
者

　
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

　
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子

　
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け

　
取
れ
ま
す
。

●「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納
付
猶

　
予
制
度
」

★「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

　
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下

　
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

　
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に

　
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、

　
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

　
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１
年

　
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

　
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

★「
納
付
猶
予
制
度
」

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

　
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

　
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

　
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※

平
成
２８
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、
３０
歳

　
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
と
な
り
ま

　
す
。

　
　●

問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課　
☎
６
８
│
６
１
０
３

　
四
日
市
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
９
│
３
５
３
│
５
５
１
３

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

〜
新
成
人
の
み
な
さ
ん
へ
〜

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内
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施工箇所

近江島
排水機場
近江島
排水機場

小林集会所小林集会所

JAみえきた
木曽岬支店
JAみえきた
木曽岬支店

JAみえきた
木曽岬選果場
JAみえきた
木曽岬選果場

木曽岬小学校木曽岬小学校

木曽岬町
体育館
木曽岬町
体育館

木曽岬町役場木曽岬町役場

伊藤医院伊藤医院
木曽岬西部地区
クリーンセンター
木曽岬西部地区
クリーンセンター

清雲院清雲院

工事に対するご理解とご協力を
よろしくおねがいします。

工事に対するご理解とご協力を
よろしくおねがいします。

工事に対するご理解とご協力を
よろしくおねがいします。

（１）本工事の目的
　　本工事は、古くなった農業用水管を取り換える工事です。
（２）工事の施工箇所

（３）工事予定
　ア．工事期間　平成30年1月9日～ 30年3月中旬予定
　　　　　　　　（工期：平成29年10月7日～

平成30年3月16日）
　イ．工事は次の順序で行います。
　　①材料の製作
　　②安全・保安施設の設置　　　1月9日
　　③仮廻し道路の設置
　　④既設道路の撤去
　　⑤掘削
　　⑥既設構造物撤去
　　⑦既設管路撤去
　　⑧分水工、マンホール設置
　　⑨埋戻し、道路復旧
　　⑩仮廻し道路撤去　　　　　　3月中旬

（４）仮廻し道路
　　下図の様に迂回道路の設置を行い、工事の施工を行
　　います。

（５）施工方法
　　仮廻し道路を設置、既設管路を撤去した後、新しい
　　管路を布設します。

木 曽 川 支 線 第 ５ 分 水 工 保 全 工 事 に つ い て

仮廻し道路

発注者　独立行政法人水資源機構木曽川用水総合管理所
　　　　弥富管理所　　　　TEL 0567-65-1650
受注者　三和建工株式会社　TEL 059-365-0831
　　　　現場代理人　長瀬才典　　主任技術者　工藤　明

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内

木曽岬小学校前
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高
度
な
防
火
管
理
を
必
要
と
す
る

比
較
的
大
規
模
な
防
火
対
象
物
（
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
建

物
）
の
う
ち
、
建
物
全
体
の
収
容
人

数
が
３
０
０
人
以
上
の
防
火
管
理
者
、

ま
た
は
階
数
が
４
以
下
で
延
べ
面
積

５
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
火
対

象
物
の
防
災
管
理
者
の
う
ち
、
講
習

終
了
後
に
お
け
る
最
初
の
４
月
１
日

か
ら
５
年
以
内
に
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
と
　
　
き

　
２
月
２
日（
金
）　

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
　
所

　
桑
名
市
消
防
本
部
２
階　
研
修
室

●
対
　
　
象

　
甲
種
防
火
管
理
新
規（
再
）講
習
ま

　
た
は
防
災
管
理
新
規
講
習
を
、
平

　
成
２５
年
３
月
３１
日
以
前
に
受
講
し

　
た
方

●
定
　
　
員　
５０
人
（
先
着
順
）

●
料
　
　
金　
無　
　
料

　
た
だ
し
、
講
習
テ
キ
ス
ト
代
２
千

　
円
が
必
要
で
す
。（
講
習
当
日
集

　
金
し
ま
す
。）

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
・

防
災
管
理
再
講
習

ミ
ニ
情
報

ミ
ニ
情
報

生
活
の

生
活
の

「伸びゆく木曽岬町のふれあい広場2018」
開催日変更のお知らせ

　毎年、春分の日に開催しています「伸びゆく木曽岬町のふれあい広場」の今年度の開催日は、諸事情により平成30
年3月18日（日）の開催となります。
　3月に配付しました行事・健康カレンダーでは3月21日（水・祝）の開催となっていますが、3月18日（日）となり
ますのでご注意ください。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内

　「おもと」とは園芸植物で非常に多くの葉の形や模様があり、
小さいサイズながら、存在感があり、見ていて飽きることの無
い模様が魅力だそうです。高山さんは20歳
ごろから園芸に興味をもち、植物を育て
てきました。そして、「おもと」とは12年前
に出会い、色味などの美しさが日光の当た
りで変わる難しさも含め、惚れこんで育ては
じめたそうです。家の屋上のハウスには約300
個以上のおもとを育成されていました。わが子のように大切に育てたおもとを

嬉しそうに見せてくれました

高
山
五
男
さ
ん

日
本
お
も
と
名
品
展
で

会
長
賞
と
内
閣
総
理
大
臣
賞

受
賞
！！

　
昨
年
１１
月
２５
日
・
２６
日
に
広
島
・
三
原
で
行
わ
れ
た

日
本
お
も
と
名
品
展
で
、
高
山
五
男
さ
ん（
栄
）が
見

事
「
日
本
お
も
と
協
会
会
長
賞
」
と
、
さ
ら
に
特
別

賞
で
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
の
中
か
ら
さ
ら
に
、
最
も
名
誉

な
特
別
賞
の「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
授
与
さ
れ
た

高
山
五
男
さ
ん
は
、「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
嬉
し
か
っ

た
！
　

信
じ
ら
れ
な
い
！
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

高
山
五
男
さ
ん
、

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

高
山
五
男
さ
ん
、

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

た
か

や
ま

い
つ

お

麒堂
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新成人と語る集い開催

●
申
　
　
込

　
桑
名
市
消
防
本
部
ま
た
は
、
最
寄

　
り
の
消
防
署（
分
署
）で
申
込
書
を

　
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
０
５
９

　
４
│
２
４
│
５
２
８
１
）
で
同
所

　
へ
。
な
お
、
防
火
管
理
再
講
習
希

　
望
者
は
甲
種
防
火
管
理
新
規（
再
）

　
講
習
修
了
証
の
写
し
、
防
災
管
理

　
再
講
習
希
望
者
は
防
災
管
理
新
規

　
講
習
修
了
証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
▽
申
込
書
は
桑
名
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　
　
す
。

●
期
　
　
間

　
１
月
９
日（
火
）〜
１
月
２３
日（
火
）

　
　
桑
名
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
☎
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
７
９

　
　
FAX
０
５
９
４
│
２
４
│
５
２
８
１

　
地
球
に
や
さ
し
い
お
買
い
物
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
、
エ
コ

マ
ー
ク
な
ど
が
付
い
た
「
環
境
ラ
ベ

ル
商
品
」、「
地
元
・
旬
の
も
の
」、「
つ

め
か
え
商
品
」、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
」
な

ど
の
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
商
品

を
購
入
し
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で

総
勢
２
５
５
名
様
に
、
素
敵
な
商
品

が
当
た
り
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間

　
１
月
１２
日（
金
）〜
２
月
１１
日（
日
）

●
応
募
方
法

　
左
記
２
次
元
コ
ー
ド
、
東
海
三
県

　
一
市
グ
リ
ー
ン
購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
Ｈ
Ｐ
も
し
く
は
、
県
内
協
力
店

　
舗
内
に
あ
る
応
募
は
が
き
に
て
応

　
募
で
き
ま
す
。

　
　
東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン
購
入

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

　
　
（
三
重
県
環
境
生
活
部
地
球
温

　
　
暖
化
対
策
課　
内
）

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
３
６
６

▼
詳
細
に
つ
い
て
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.pref.m

ie.lg.jp/

　

eco/earth/12569014784.

　

htm

　
『
東
海　
グ
リ
ー
ン
購
入
』で
検
索

　
三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と

全
国
青
年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、

生
活
保
護
に
関
す
る
電
話
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
　
　
時

　
１
月
２８
日（
日
）

　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
ま
で

●
面
談
相
談

　
三
重
県
司
法
書
士
会
に
て

　
（
住
所
：
津
市
丸
之
内
養
正
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１７
番
１７
号
）

●
電
話
相
談

　
０
１
２
０
│
０
５
２
│
０
８
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
相
談
料
は
無
料
で
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
担  

当  

者

　
三
重
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
西
岡　
遼

　
　
☎
０
５
９
６
│
４
４
│
０
０
２
２

司
法
書
士
に
よ
る

「
全
国
一
斉
　

生
活
保
護
１１０
番

あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
、
命
に
つ
な
が
る
相

談
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

東
海
三
県
一
市
グ
リ
ー
ン

購
入
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問

問

問

教育委員会
☎68-1617

問合せ先　昨年12月2日（土）午前10時から、役場4階防災多目的室で標記の会
が開催されました。この集いは、新成人代表の声を聞くことによって、
よりよい町づくりにつなげていくことを目的に開催されたものです。
　当日、未来を担う新成人代表5名と語り合ったのは、町長・議長・教
育長の3名で、「木曽岬町の魅力とはなにか」「公共交通機関について」「少
子化対策について」「図書館について」などの話題について意見交換が
なされました。
　また、話し合いの中で、「町民と情報を共有することが大切だ」とい
う声や、「移住者を増やすには公共交通機関の充実が必要では」など、
木曽岬町を元気にするにはどうしたらよいかさまざまなアイデアが出さ
れ、ふるさと木曽岬町に対する思いを感じることができました。

新成人と語る集い開催新成人と語る集い開催
濱島　聡一郎さん　　松下　里菜さん　　古村　隼大さん
村松　華音さん　　　知念　宏直さん
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　木曽岬町では平成28年4月にコミュニティ・スクール（CS）を導入し、学校（園）目標や
ビジョンを地域の方や保護者と共有を図り、協働して子どもを育てていく「地域とともに
ある学校（園）づくり」を進めています。1月号では、幼稚園の「地域とともにある園づくり」
の取組についてご紹介します。

シリーズ 地域とともに子どもの育ちを創造する
～CSの可能性を求めて⑩～

　中部幼稚園・保育園では、「あそび」の中で腕力や脚力
をつけるため、年齢に合わせた運動あそびを取り入れて
楽しんでいます。
　先日、鉄棒に取り組む中で、逆上がりができるように
なった子ども、挑戦しているけどなかなか成功しない子
ども、少し怖がっている子どもなど、いろいろな姿が見
られました。
　そんな子どもたちの姿を見ていた園児の保護者の方か
ら、「鉄棒の練習のお手伝いをしましょうか？」と声をか
けていただき、お願いすることにしました。その日はち
ょうど、中学生が家庭科の学習で来園していたので、中
学生にもお手伝いをお願いしました。
　準備運動をしてから、鉄棒を怖がらず、嫌いにならな
いように手を添え、励ましの声をかけながら、“鉄棒にジ
ャンプする→前回り→足抜き回り→逆上がり”と一人一
人に合わせて支援していただきました。
　次々に、「できたよ」「見てみて」と嬉しそうな声が聞こ
えてきました。初めは「できない」「怖いな」と言ってい
た子どもも、励ましや一緒に取り組むことで、「やってみ
よう」「やればできる」とどんどんやる気になっていきま
した。
　逆上がりはタオルを使っての練習はやったことがあり
ましたが、大人と子どもが背中合わせになり、大人が押
し上げて子どもが回るという方法も教えていただきまし
た。子どもたちも背中が合わさっているため安心して取
り組めているように感じました。今回の逆上がりのアド
バイスを今後の練習に活かしていって、みんなで喜びを
分かち合いたいと思います。

★地域の方に“逆上がり”を教えてもらったよ！★

教えていただいた伊藤望さん（小林）からの
ワンポイントアドバイス

○一番大切なのは、棒を嫌いにならない
　ようにする。
○鉄棒で回転する経験をしていないと怖
　がることが多いので、小さい頃から鉄
　棒に触れたり、鉄棒にお布団を干すよ
　うにぶら下がったりしておくと恐怖心
　が少なくなる。
○逆上がりでの“コツ”は、腕を曲げる
　（自然とおへそが鉄棒にくっ付く）、蹴り
　上げた足を自分の頭の方にもってくる。

伊藤さん、ありがとうございました。
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　昨年11月28日（火）に町教育委員会主催によるコミュニティ・スクール合同研修会を開催しました。
昨年度に続き2回目となる今回の研修会には、講師にコミュニティ・スクールの推進における日本の第
一人者としてご活躍されている東京家政大学特任教授・文部科学省初等中等教育局視学委員である貝ノ
瀨　滋先生をお迎えして、「地域とともに子どもの育ちを創造するためには」をテーマに、本町の取組を
評価していただき、今後のコミュニティ・スクール推進の方向性についてもご講話いただきました。
　当日は、幼稚園、小・中学校の教員をはじめ、学校運営協議会委員、PTA役員、青少年育成町民会議理事、
木曽岬子ども未来塾の関係者、教育委員会委員など多くの皆様にご参加いただきました。
　貝ノ瀨先生からは、幼稚園、小・中学校の取組内容に触れながら、本町がコミュニティ・スクールを
推進していくうえでの環境が整っていることや、木曽岬子ども未来塾が全国的にも先進的モデルになり
得ることなど高い評価をいただきました。
　また、家庭・地域教育の大切さや学校と地域との役割分担
を整理することや子どもの育ちをしっかりと観察しながら戦
略的に施策展開していくことが重要なことなど、今後の力点
についてもお話いただきました。
　それぞれの立場で木曽岬の子どもの育ちをどのように支え
ていけばよいかについて改めて確認することができ、さらに
コミュニティ・スクールの可能性についても参加者で共有を
図ることができ、充実した研修会となりました。

　教育委員会では、今後も保護者や地域の皆さんと協同し、子どもの豊かな育ちを実現させていきたい
と考えています。木曽岬町が持っている潜在的な地域力を享受しながら、「地域とともにある園・学校」
を将来的な姿として見据え、コミュニティ・スクールの取り組みを進めていきます。

「地域とともに子どもの育ちを創造するためには」
～「第2回コミュニティ・スクール合同研修会 in 木曽岬」開催～

〈参加者の声から〉
○貝ノ瀨先生のお話を聞いて、地域と学校がチームとなって、力を
　合せて子どもたちを育てていくことが重要であることがよく伝わ
　ってきました。
○人材こそ宝であり、それぞれの役割を自覚し、行動を起こす必要
　があります。学校・地域・家庭が同じベクトルで同じ方向を向く
　ことが大切だと感じました。
○改めて木曽岬の子どもたちが多くの地域の皆様に支えられて貴重
　な体験をしていることがわかりました。木曽岬子ども未来塾につ
　いてはとても期待しています。多くの子どもたちの参加を願って
　います。
○初めてコミュニティ・スクールの研修会に参加してとても勉強に
　なりました。地域での交流行事をコミュニティ・スクールとして
　とらえ、これからも充実・発展していくように、私なりに関わっ
　ていきたいと思いました。
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山本真聖さん（田代）
木曽岬町スポーツ優秀賞受賞！！

　11月21日（火）、山本真聖さん（朝明高校3年）に木曽岬町スポーツ優秀賞の表彰が
役場町長室で執り行われ、加藤町長から表彰状と記念品が授与されました。
　この賞は全国大会で3位以上の成績を収めた個人や団体を表彰するもので、山本さ
んは10月に宇和島市総合体育館（愛媛県）で開催された「第72回国民体育大会　少
年男子レスリング競技」において、グレコローマンスタイルの74㎏級で第3位とい
う成績を収められた功績を称え贈られたものです。
　山本さんからは、「体格差が厳しかったが、自分の小柄な身体を活かし、勝ち進ん
でいくことができました。今後は大学に進学し、全国で活躍できるよう頑張ります！」
という力強いコメントをいただきました。
　今後の活躍に期待しています。
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大会結果報告

　11月19日（日）、木曽岬中学校を会場に “平成29年度町長杯軟式野球大会” が開催されました。
　今大会は４チームが参加して開催され、各試合とも熱戦が繰り広げられました。
　決勝は、「ハリケーンラン」vs
「BUCCHUS」の対戦となり、強
打を見せた「ハリケーンラン」が
10－1で優勝の栄冠に輝きました。
　なお、試合結果は次のとおりで
す。

●大会結果　小学１・２年生の部　３　位：山口達也さん（和泉）
　　　　　　　　　　　　　　　　敢闘賞：渡辺海晴さん（南栄）
　　　　　　　　　　３年生の部　３　位：留場琉生さん（小林）
　　　　　　　　　　６年生の部　敢闘賞：留場早葵さん（小林）
　　　　　　　　中学２年生の部　敢闘賞：高井純平さん（西白鷺川）

　11月3日（祝・金）に桑名市体育館柔道場で開催された「第54回桑名市民体育大会柔道競技・第44回桑名地
区柔道大会」において、木曽岬町スポーツ少年団柔道教室の皆さんが
下記のとおり好成績を収められました。
　今後のさらなる活躍を期待しています。

▼“第54回桑名市民体育大会柔道競技・
　　　　　　　第44回桑名地区柔道大会”結果

▼平成29年度町長杯軟式野球大会結果報告

●試合結果
　【男子の部】　優　勝：絆Aチーム
　　　　　　　準優勝：暴れん坊将軍
　　　　　　　第３位：ボルキッズ
　【女子の部】　優　勝：啓明学館高校
　　　　　　　準優勝：啓明学館高校OG
　　　　　　　第３位：バレリン
　　　　　　　　　　　（木曽岬中学校バレーボール部）

　11月19日（日）、町体育館を会場に体育協会主催の
“第49回町内バレーボール大会” が開催されました。
　今年は、男子の部4チーム、女子の部4チームの参
加があり、中学生から成人の方までの幅広い年齢層の
方々に競技していただける大会となりました。
　試合結果は以下のとおりです。

▼第49回町内バレーボール大会試合結果

優勝：ハリケーンラン
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優 勝 ： ハリケーンラン
準優勝 ： BUCCHUS
第３位 ： ホワイトタートルズ

３位決定戦
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16広報きそさき　2018.1.1

　11月9日（木）・10日（金）の2日間、つくば国際会議場（茨
城県つくば市）を会場に見出しの大会が開催され、木曽
岬町スポーツ推進委員が優良団体表彰を受賞しました。
　この研究大会は、全国のスポーツ推進委員が一同に会
し、スポーツ推進委員の役割や先進的な取組事例等につ
いて協議することにより、スポーツ推進委員としての資
質向上を図り、生涯スポーツの振興に資することを目的
に開催されています。

“第58回　全国スポーツ推進委員研究協議会　茨城大会”
木曽岬町スポーツ推進委員　優良団体表彰受賞！！

スポーツ少年団　新体力テスト開催！！
　11月25日（土）に町体育館および小学校校庭を会場にスポーツ少年団本部主催の体力テストが実施され、総勢56名
の団員が50ｍ走・ソフトボール投げ・反復横とび・握力・長座体前屈・20ｍシャトルラン・上体起こし・立ち幅とび
の8つの種目を測定しました。
　測定結果は「長座体前屈」「50ｍ走」で全国平均値より運動神経が全体的に下回るという結果でしたが、全体として
は各種目で概ね全国平均値より良く、子ども達は友達と記録を見比べながら一喜一憂していました。
　※測定結果は下表参照

◆平成29年度 スポーツ少年団新体力テスト測定データ ※　　　＝全国平均よりも低い区分を表す　※全国平均値は平成28年度データを採用

木曽岬町

11.00

12. 00

12. 14

13. 00

17. 50

14. 00

15. 64

11. 50

17. 31

18. 43

19. 00

19. 22

全国平均

9.15

8. 54

10. 95

10. 30

13. 00

11. 90

14. 80

13. 77

16. 45

16. 05

19. 80

19. 42

木曽岬町

17.80

9. 00

18. 00

19. 00

27. 00

22. 50

25. 09

27. 50

24. 44

27. 43

25. 20

23. 67

全国平均

11.60

10. 99

14. 10

13. 30

16. 19

14. 97

18. 32

17. 44

19. 58

18. 42

22. 05

20. 10

木曽岬町

28.20

38. 00

26. 43

29. 20

39. 50

26. 00

26. 36

23. 00

35. 63

33. 43

40. 80

41. 56

全国平均

25.74

28. 06

27. 21

29. 98

29. 47

32. 56

30. 82

34. 13

33. 05

37. 44

34. 94

40. 32

木曽岬町

30.80

26. 00

32. 71

35. 00

50. 00

38. 50

43. 45

48. 00

47. 19

47. 00

51. 20

50. 56

全国平均

27.18

26. 58

31. 31

30. 24

35. 69

33. 67

39. 44

37. 51

41. 60

39. 55

46. 15

43. 64

木曽岬町

28.20

26. 00

31. 43

38. 20

61. 50

35. 00

53. 18

71. 00

68. 00

70. 14

64. 80

74. 22

木曽岬町

10.84

11. 76

11. 18

10. 27

8. 89

9. 67

9. 62

8. 99

9. 53

9. 46

8. 91

8. 98

全国平均

18.87

15. 03

28. 91

22. 70

39. 41

28. 95

46. 81

36. 98

51. 64

40. 69

63. 60

50. 44

全国平均

11.52

11. 86

10. 58

10. 95

10. 02

10. 40

9. 56

9. 93

9. 38

9. 62

8. 85

9. 16

木曽岬町

137.00

110. 00

135. 71

140. 00

175. 00

144. 00

153. 36

152. 50

159. 06

158. 29

166. 60

170. 56

全国平均

114.22

106. 26

126. 20

118. 38

137. 53

128. 22

145. 72

137. 37

151. 24

144. 77

166. 04

157. 32

木曽岬町

10.60

10. 00

11. 43

15. 60

19. 00

11. 00

21. 91

15. 50

24. 75

21. 14

17. 00

22. 44

全国平均

8.65

5. 74

12. 13

7. 62

16. 43

9. 53

20. 21

12. 12

22. 52

13. 77

27. 89

16. 38

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

男　子

女　子

１　年

２　年

３　年

４　年

５　年

６　年

握 力（㎏）
学　年 性　別

上 体 起 こし（回） 長 座 体 前 屈（㎝） 反 復 横 とび（回） シャトルラン（回） 5 0 ｍ 走（秒） 立 ち 幅 と び（㎝） ソフトボール投げ（ｍ）

木曽岬町スポーツ推進委員→
服部利夫委員長　
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

　子どもたちの学力向上に向けて日々学校教育の充実を
図っているところですが、教育委員会が推進するコミュ
ニティ・スクールの趣旨を受け、この度、未来塾運営委
員会が主催する地域の新たな子ども支援組織「木曽岬子
ども未来塾」が立ち上げられました。子どもたちの学習
支援や体験活動支援を行う組織です。多くの地域の皆様

に支えられながら子どもたちのさらなる成長が期待でき
るこの新たな試みを教育委員会も協力してまいります。
地域の皆様もこの「木曽岬子ども未来塾」を温かく見守
っていただきますようお願いします。
　詳細につきましては、折込チラシをご覧ください。

新たな子どもの学習・体験機会の創出へ
　　　　　　　　～「木曽岬子ども未来塾」試行実施～

教育関連施設開館日のお知らせ
体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
インディアカやバドミントン、卓球などを実施していますので
ぜひ体育館へお越しください。
28日㈰　午後1時～午後4時

14日㈰　午前9時～午後4時　　28日㈰　午前9時～正午

部公民館北化資料館文

図書館町 （1月7日より）

◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

◎開館日　火～日
　　　　　火～木　　　午前10時～午後6時
　　　　　金　　　　　正午～午後8時
　　　　　土・日・祝　午前9時～午後5時

◎開館日
　火～日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時

1月10日は110番の日

町内11月の交通事故
●件数／12件（153件）●死者数／0人（1人）●負傷者数／2人（33人）

（　　）…平成29年累計

事件事故緊急通報110番
110番通報のポイント

110番の正しい利用方法についてご理解とご協力をお願いします。

○三重県内の110番通報は、すべて津市にある警察本部
　の110番センターにつながります。
○通報を受けた110番センターの警察官が順に質問しま
　すので落ち着いて答えてください。

ウェブ110番とファックス110番のご案内
　三重県警察では、聴覚や言語に障がいがあるなど、言葉
による110番通報ができない方のために、文字による緊
急通報「ウェブ110番」「ファックス110番」を開設して
います。

ご存じですか？　警察相談 #9110
○110番の回線には限りがあります！
○緊急の用件ではない相談や問い合わせは
　「＃9110」もしくは「059-224-9110」の専用電話番号
　におかけください。
　（受付　平日午前9時～午後5時）

表示される画面の各項目に必要事項を入力し送信してくだ
さい。
その後チャット方式で警察官と対話通報していただけます。

ウェブ110番 アドレス  http://mie110.jp

通報のとき、次のことを記入してください。
①何がありましたか（空き巣、人身事故など）
②場所はどこですか（住所、交差点、目標物など）
③いつ起きましたか（○時○分頃、○分くらい前など）
④犯人を見ましたか（自動車ナンバー、性別、身長、服装など）
⑤今どうなっていますか（事故にあわれた方の状況など）
⑥あなたの名前、住所、FAX番号を教えてください

ファックス110番 FAX番号  059-229-0110
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からのご案内

最近イライラする
ことが多くて、

つい子どもにあたってしまう。
それによく眠れないの。

　子育ては大変！特に現代では、それが親だけの肩にのしかかっているのが現状です。
　でも、子育ては一人で頑張る必要はありません。大変な時、つらい時、不安や悩みがある時は、一人で抱え込まず
に周囲に助けを求めましょう。
　年齢を問わず「木曽岬町に住むすべての子どもたちの相談に応じるため、「こども相談・子育て支援センター」が
あります。ぜひ、ご活用ください。

■場所（事務所）／保健センター事務室　　　■時　間／平日（月～金）　午前8時30分～午後5時
■職　　　　員／保健師、保育士が常駐しています。
　　　　　　　　臨時で臨床心理士や言語聴覚士などの専門家の相談や事業を行っています。

お気軽
に

ご相談

くださ
い！！

木曽岬町こども相談センター ☎68－6119

●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●1月の子育てサロンのお休み
　1月1日㈪～ 3日㈫、12日㈮、15日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン

今月は
「こども相談センター」のご案内をします

こんなこと、ひとりで悩んでいませんか？こんなこと、ひとりで悩んでいませんか？
オムツはずしって
どうしたらいいの？

同じ年の子たちが
上手におしゃべりできてるのに、

うちの子まだ
しゃべらないの。

おっぱい
足りてるかなぁ…？
体重を計りたいな。

友達が欲しいなぁ！
親子が集まる遊び場を

教えて！

子どもが
「園や学校に行きたくない」

って言う。
どうしたらいいのかな？

友達を叩いたり、
噛んだりして

よくケンカになるの。

読み書きや
計算がすごく苦手で、
授業についていって
いるのか心配。

初めていく場所や
初めてすることに対して、
不安が強く、パニックになって
しまうことがあるの。

センターでは、こんなことを行っています！

① 子育て支援事業
●子育てサロン　月曜日～金曜日　午前中　※月曜日は午後も利用できます。
●トマッピーキッズサークル
　5月から年間10回、平成29年度は南部幼稚園・保育園で、園のおもちゃや遊具で遊んでいます。園の行事（夕涼み会、
　運動会、クリスマス会）にも参加できます。

③ 虐待防止事業
●こども虐待やDV（配偶者からの暴力）に関する相談（面談・訪問・電話相談）
●こども虐待防止ネットワーク会議（CAPきそさき）の運営

② 発達支援事業
●カウンセリング（予約制）
　木曜日（月3回程度）実施日は広報きそさきでご確認ください。
　発達や学力の遅れ、不登校、いじめなどお子さんの困り
　ごとに関する相談や、子育てがしんどいなどというお
　母さん自身の相談に、臨床心理士がお応えします。
●発達相談（予約制）
　年3回実施（次回は2月16日です）
　お子さんの発達検査を行い、学校や家庭など日頃の生
　活の中で、お子さんをどう支えていけばいいかを、アド
　バイスします。療育手帳の判定も行います。

●ことばの相談・言語訓練
　第3水曜日（年6回：奇数月に実施）午後
　言語聴覚士が発音やことばの遅れが心配なお子さんの
　相談に応じ、個別訓練を行います。
●たんぽぽひろば・音楽療法
　第1・3・5金曜日
　午後3時～4時（幼児）　午後4時～5時（小学生）
　のんびり屋のお子さんが集まり、楽しく遊びながら、仲
　間づくりや集団生活ルールを身につけていく場です。　
　月に1回音楽療法の教室も行っています。
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

「地域包括ケアシステム」No.2「地域包括ケアシステム」No.2
日本歯科医師会PRキャラクター

よ坊さん

成人編成人編

高齢になると、身体の機能が衰えるのと同時に、噛む機能や飲み込む機能が低下したり、唾液の分泌が少
なくなるなどお口の機能も衰えます。口腔ケアで歯やお口の健康を保つことは、口腔機能の向上はもとよ
り、寝たきりや認知症の予防にも役立ちます。口腔ケアで健康長寿をめざしましょう。

「介護予防事業」の1つ“口腔機能向上”について

●口腔ケアで健康長寿

●お口の機能をチェックしよう

チェック項目 判　定 改善策

噛む機能の低下半年前に比べて固いものが食べにくく
なった

・よく噛んで食べる
・噛み応えのあるものを食べる
・早口言葉やお口の体操をする

飲み込む機能の低下お茶や汁物でむせることがある
・お口の体操をする
・うがいをする
・食べる姿勢に気を付ける

１

２

唾液の分泌が少ない口の渇きが気になる
・唾液腺マッサージをする
・よく噛んで食べる
・歯みがきをする

３

上の3項目のうち2項目にチェックが付いた方は注意が必要です!!
65歳以上の方は介護予防事業「お口の元気アップ相談」で歯科衛生士の相談が
受けられますので、福祉健康課　保健師（☎68－6104）までご相談ください。

報 告 木曽岬町が“三重県歯科保健文化賞表彰”を受賞！木曽岬町が“三重県歯科保健文化賞表彰”を受賞！
　昨年11月3日（金・祝）にNTNシティホール（桑名市民会館）において、“第22回三重県歯科保健大会”
が開催されました。当日は、「親と子のよい歯のコンクール表彰」「よい歯の児童生徒の表彰」「図画・
ポスターコンクール表彰」「いい歯の8020コンクール表彰」など歯科に関する、各部門の表彰が行わ
れました。
　その中で、各種団体と連携し町全体でお口の健康づくりに取り組み、また、乳幼児だけにとどまらず、
妊産婦から高齢者まで幅広く歯科保健事業を推進しているなどの功績が認められ、木曽岬町が「三重県
歯科保健文化賞表彰」を受賞しました。表彰後は、公立大学法人九州歯科大学　歯学部歯学科・老年障
がい者歯科学分野の柿木保明教授による「口から始める健康長寿」と題した特別講演会も行われました。
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税 インフォメーションインフォメーション

●問合せ先／役場　税務課（償却資産係）　☎68－6102

償却資産をお持ちの方は申告が必要です。
申告は1月31日まで

　会社や個人で工場や商店などを経営しておられる方が、土地や家屋以外でその事業の
ために用いる機械、器具、備品などを償却資産といいます。
　償却資産は、地方税法第383条の規定により、毎年１月１日現在の資産状況を資産所
在地の市町村長に申告しなければなりません。償却資産は、固定資産税の課税対象と
なります。

●構築物
　（煙突、鉄塔、広告塔、路面舗装、外構工事
　など）
●機械および装置
　（旋盤、ポンプなど）
●船　舶
●航空機
●車両および運搬具
　（貨車、大型特殊自動車など）
●工具、器具、備品
　（パソコン、測量工具、机・イス、ロッカー
　など）
（例）
小売店　（陳列ケース、冷蔵庫、冷凍ストッカーなど）
飲食店　（厨房設備、レジスター、冷蔵庫、カラオケセット
　　　　など）
医　院　（ベッド、手術台、Ｘ線装置、調剤機器など）

課税の対象となるもの

（◎の場合であっても、個別の資産ごとの耐用年数によ
り通常の減価償却を行っているものは課税の対象とな
ります。）

課税の対象とならないもの

【提出期限】　1月31日（水）
　　　　　　（注）事業は行っているが申告する資産が全く無い場合は、申告書の備考欄に「該当資
　　　　　　　　産なし」と記入し提出してください。
【申告にあたっての注意点】
○申告者の利便性の向上をはかるため、平成22年より地方税ポータルシステム（eLTAX：エル
　タックス）を利用した受付を開始しています。これにより申告手続きが郵送や窓口に出向く
　ことなく、自宅やオフィス、税理士事務所などのパソコンからインターネットを利用して行う
　ことができます。詳しくは下記エルタックスホームページにてご確認ください。
　アドレス　http://www.eltax.jp/
○償却資産の申告書については、毎年12月下旬頃に発送しておりますが、お手元に届かなかった
　方や、新しく事業を始められた方はお知らせください。

●自動車税および軽自動車税の対象となる
　もの
●耐用年数1年未満の資産
◎取得価格が10万円未満の資産で法人税
　法などの規定により一時に損金算入され
　たもの
　(いわゆる少額償却資産)
◎取得価格が20万円未満の資産で法人税
　法などの規定により３年以内に一括して
　均等償却するもの
　(いわゆる一括償却資産)

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

教
育
委
員
会
だ
よ
り

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
ご
案
内



21 広報きそさき　2018.1.1

中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  4日・  8日・11日・15日・18日
22日・25日・29日

毎週火・金曜日
  5日・  9日・12日・16日・19日
23日・26日・30日

毎月第１・第３水曜日
17日

毎月第２水曜日
10日

毎月第４水曜日
24日

毎週水曜日
10日・17日・24日・31日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 28日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

15㊊•音楽療法（子育てサロン） 福祉・教育センター集会室 午前10時30分～11時30分

月カレンダー1
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

18㊍
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬
•歯っぴい指導室

福祉・教育センター

保健センター

要予約
☎059-359-7280

午前9時30分～11時30分

午後1時30分～2時30分

7 日•消防出初式 木曽岬小学校校庭 午前10時～

6 土•成人式 木曽岬町民ホール 午前10時30分～

28日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

4 日•輪中駅伝 町内全域

11㊍•すくすくひろば•カウンセリング
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時～11時30分

19㊎•チャイルドケア講座・交流会•育児相談
保健センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前10時30分～正午
午後1時30分～3時

25㊍•人権・心配ごと・行政相談•カウンセリング
福祉・教育センター
保健センター 要予約☎68-6119

午前9時～11時30分

2月カレンダー

1月の納付
●住民税（1/31納期限） ………………… 第４期分
●国民健康保険料（1/31納期限） ……… 第７期分
●後期高齢者医療保険料（1/31納期限）  第７期分
●介護保険料（1/31納期限） …………… 第５期分
●水道料金・下水道使用料（1/31納期限）  Ｂ地区
●幼稚園授業料（1/29納期限） …………… １月分
●保育園保育料（1/29納期限） …………… １月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。
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木曽岬町は、地球温暖化対策の一環として『緑化の推進』に取り組みます。
環境保全のため、再生紙を使用しています。
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木曽岬の芸能文化を披露！！

石
取
祭
車（
近
江
島
）

神
　
楽（
上
和
泉
）

　今から360年あまり前に上和泉村方が知多郡古見地方の村方より譲り受けたものと
されています。
　昭和42年の村民体育祭の繰り出しを最後に神楽堂に保管されていました。現在では
上和泉と富田子の神楽のみが現存しています。

　日本一やかましい祭りの桑名石取り祭りでの祭車で、明治30年代に太鼓と共に譲り
受けたものです。すべて欅で作られています。
　伊勢湾台風で使用不可能となっていたところを昭和57年に修復され、今では近江島
の青年部の方々によって祭礼がおこなわれ、歴史が次世代に受け継がれています。

けやき

～複合型施設竣工記念式典～


